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協議議事録 

 
案件名：「モザンビーク国中学校建設計画」予備調査 

日 時 2008 年 8 月 11 日（月）  10：00～  11：00 

訪問先 JICA モザンビーク事務所 

伊藤 高所長、大野憲太職員  面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品  

同席者  

1.調査概要と調査重点事項を説明 

(1)スケジュール：8 月９日 ９月７日（現地８月１０日 ９月６日） 

(2)留意事項： 

 1)要請校の確認 

対象サイトは２００６年版要請書と２００７年８月付け教育文化省(以降 MEC)レターで違いがあり、優先

順位、コンポーネントについて確認する。 

 2)モザンビーク国（以降「モ」国）側の要望確認 

優先順位について、教室数の確保におくか、品質他（工期）とするかの確認。 

一般無償方式とコミュニティー開発支援無償方式のいずれかとする選択に参考となる情報を収集するこ

と。 

  以上 

添付書類 受け取り資料：修正日程表、「モ」国滞在中の安全管理情報 

 
日 時 2008 年 8 月 11 日（月）  14：00～  15：00 

訪問先 マプト市教育文化局(DPEC とする) 

DPEC 局長、建設部主任  面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者  

1.調査概要を説明し、マプト市の調査対象校は１校であることを確認した 

1-1.DPEC 局長のコメント 

・後期小学校(EP2)の卒業生増加により、中学校(ESG)の教室が不足している。特に中学校が無い地域での 

建設の必要性が高い。 

日本による支援への期待は大きい。 

・マプト市の要請校１校のサイトは教育省所有地。 

・サイトに隣接して小学校があり、敷地の更地部分が中学校建設用地となる。 

・敷地には境界表示がある。（測量図を依頼） 

サイト位置は Matendene 地区。（2008 年 8 月７日付け MEC 説明書による） 

・教育統計は毎年 3 月に作成される。 

 

1-2.依頼事項（上記以外） 

・質問票への回答書提出（期限 8/19 日）。 

・同上回答書に以下の資料提出を依頼。 

マプト市の既存中学校別統計データ（名称、住所、生徒数、教室数、教員数他）、可能ならばマッピング図

マプト市 DPEC が推薦する建設会社、コンサルタント会社リスト 

2.その他 

標準設計について、いくつかのモデルがありこれを参考として計画。特定の標準設計はない。 

標準モデルは MEC が管理している 

以上 

添付書類 受け取り資料： 
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日 時 2008 年 8 月 11 日（月）  15：00～  17：30 

訪問先 既存中学校サイト（無償資金協力マプト市小中学校建設計画実施校) 

25 de Junho 校長.  面談相手 

(敬称略) 3 de Fevereiro 校長 

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 マプト市 DPEC 担当者 

既存校視察 

1. 25 de Junho（正式名称：Escola Secundaria Zedequaias Manganhela） 

就学状況 

・区分：前期中等教育/ESG1(G8,G9,G10) 

・生徒数：2,000 人 

・授業形態：３部制(過去、夜間は成人教育があったが、現在は中学校授業のみ) 

・教室数：12 

・教員数：57 人（昼 33 人、夜 24 人） 

・卒業率：85% 

・進学率：100%が ESG2 に進学する。 

・運営費：900,000 メティカル(MTn)/年間（用途：事務用品費、維持経費、補修費等） 

但し、教員給料は州政府から直接支払われる 

・新カリキュラムの導入：G8,9 は 2007 年より導入済み。 

G10 は 2009 年より導入となる。 

新カリキュラムに関する現職教員研修は 2008 年 1 月より実施している。 

問題点 

・廊下と教室間の仕切り壁上部が開放型のため騒音が授業の障害になり、学校側により天井と壁の隙間をふ

さぐ壁を設置した。 

・管理棟内の事務室と廊下に騒音防止のための仕切り壁を設置した。 

・キャンティーン、保健室、倉庫が無いため階段踊り場下に設置した。 

施設機材状況 

・施設：３部制で活用にもかかわらず大きな破損はない。 

    扉錠、屋根材、金属部分に発錆。 

    外部トイレの水洗カラン、トイレブース内の金具は大部分盗難により紛失。 

    図書室は狭すぎるため事務用品置き場として利用。 

    片流れ屋根は日射に対し効果小であり、雨水による汚れ・錆び等劣化に対する配慮がない。 

    外部階段手すりは、損壊。 

    屋外廊下の排水口は泥等で目詰まりしている。なお雨水落下による問題が懸念される設置である。

・機材：理科実験室機材は紛失 

 

2.3 de Fevereiro（正式名称：Escola Secundaria Laulane） 

就学状況 

・区分：前期中等教育/ESG1(G8,G9,G10)と後期中等/ESG2(G9,G10) 

    開設時は小学校(EP)と ESG1 を予定していたが EP 用施設は中学校(ESG2)として使用。 

・生徒数：午前クラス 1,502 人、午後クラス 1575 人、夜間クラス 1,375 人、合計 4,352 人 

・授業形態：３部制 

・教室数：12 

・教員数：90 人（80%は正式教員） 

・卒業率：80% 

・進学率：60%が ESG2 に進学する。進学先の ESG は年齢、好み、通学距離等生徒の事情により決まる 

     ESG2 卒業後の進路は職業訓練校、教員養成校、就職 

・通学距離：3 ４km、近隣に ESG がない場合 7km もある 

・運営費：999,000 メティカル(MTｓ)/年間（財務省予算） 

 教員給料は州政府(DPEC)から直接支払われる 

・生徒負担金：230MTn/年間 ESG1、300MTn/年間 ESG2 

  貧困証明があれば授業料は免除される 

新カリキュラムの導入：G8,9 は導入済み。現職教員研修は 2008 年 1 月より実施している。 

       G10 は 2009 年より導入となる。 

施設機材活用状況、問題点等 
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・施設：理科室はパソコン室（IT 教室）として使用 

    雨天時は屋根の騒音が授業の障害となる 

    図書室が狭い 

    教員会議室がない 

    トイレの水洗ボタンの補修部品が入手できない 

    外部階段の手すり損壊、梁上部にクラック 

    他は Junho 校と同様 

・機材 

添付書類 受け取り資料：25 de Junho 中学校統計 

 

日 時 2008 年 8 月 12 日（火）  8：30～9:00 

訪問先 マプト市 DPEC 計画部 

計画部主任  面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品  

同席者 建設部主任 

1.中学校の建設実施までの手順：計画と入札は計画局が実施する 

 設計基準は MEC 計画局管理する 

2.建設地：小学校建設では既存校の敷地に建設（増設、建替え）することが多い。 

3.中学校建設は 2006 年より始まった。 

 近の建設例は実業家の寄付による学校１校のみ、将来の計画はない。 

 過去の建設例は 世界銀行（WB）、JICA、教会による建設支援がある。 

 

以上 

添付書類 受け取り資料：対象校測量図 

 
日 時 2008 年 8 月 12 日（火） 9：20～  13：30 

訪問先 既存中学校サイト３校及び対象校敷地 

1.ESCOLA SECUNDARIA DE MALHAZINE 副校長  

2.ESCOLA SECUNDARIA QUISSE MAVOTA 教務主任 

面談相手 

(敬称略) 

3.ESCOLA SECUNDARIA DO BARIO 

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 マプト市 DPEC 建設部主任 

1.Escola Secundaria DE MALHAZINE（教会支援校） 

就学状況 

・区分：前期中等教育/ESG1(G8,G9,G10)と後期中等教育/ESG2（GG11,G12） 

・生徒数： ESG1 1701 人（1187/昼、514/夜人） 

ESG2 1493 人（790/昼、703/夜人） 

・授業形態：３部制(過去、夜間は成人教育があったが、現在は中学校授業のみ) 

・教室数：21 

・教員数：ESG1 42 人（正式 21 人、他 21 人） 

          ESG2 27 人（正式 17 人、他 10 人） 

・特別教室（図書室有り、理科室、ドミトリーはない） 

・新カリキュラムは ESG1 で実施している。 

通学距離は、学校近隣に生徒が居住しているため短い。 

敷地は狭いながらも、教室廻りや中庭が充実しており教育環境として相応しい既存校である。 

 

2.ESCOLA SECUNDARIA QUISSE MAVOTA 教務主任 

完成時：2006 年、世界銀行（以降 WB）支援 

区分：前期、後期中等教育 

生徒数： 合計 4000 人 

・授業形態：３部制 

・教室数：20 
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・教員数：87 人（正式 28 人、他 59 人） 

          ESG2 27 人（正式 17 人、他 10 人） 

・特別教室（図書室、理科実験室、体育館、サッカー場あり、教員宿舎、ドミトリーはない） 

・新カリキュラムは ESG1 で実施している。 

通学距離は、学校近隣に生徒が居住しているため短い。 

RC 造の平屋建て、敷地は広く施設はゆったりと配置されており、施工品質も良好である。 

 

3.ESCOLA SECUNDARIA DO BARIO 

完成年：1996 年（中国支援による。中国企業施工） 

関係者不在のため施設外観視察のみ 

４対象校敷地資料別添 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 12 日（火）  14：15～  15：30 

訪問先 MEC 

MEC 事務次官(Permanent Secretary) 面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳、大野氏 記録者：千品 

同席者 MEC 計画局長代理、MEC 計画局中等教育局長代理、MEC 国際協力局日本担当他 

1.予備調査目的と方法、団員紹介及び調査スケジュール他を説明 

MEC 次官コメント: 

*計画局(Direccao de Planificicao l Cooperation 以降 DIPLAC)が調査に参加協力する 

*中等教育戦略計画において、中等教育の強化を掲げている。中学生の増加に伴う不足教室建設を行う。 

 上記計画では小規模校でも可能とする。 

*全国 11 州の内、卒業生数が多い州を優先している。特に、ザンベジア州は独立後、中学校建設はなく人口

 が多いことから優先度が高い。 

*2006 年要請と 2008 年では状況が変化していることから、対象校は変更となっている(2008 年 8 月レター)。

*要請内容にプライオリティーをつける。 

 州、学校、コンポーネント、機材 

 

2.プロジェクト実施内容について一般無償方式とコミュニティー開発支援無償について概略説明 

MEC 次官コメント: 

*予算の有効利用、現地事情からローカルリソースの活用によるプロジェクト実施方法は理解した 

*詳細は DIPLAC 関係者と協議すること。 

 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 12 日（火）  15：15～  16：00 

訪問先 MEC  

MEC 計画局長代理、国際協力局日本担当、同左担当者 面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳、大野氏 記録者：千品 

同席者  

1.調査目的、項目、方法、及びスケジュールを確認した 

MEC 担当者よりのコメント 

MEC 計画局長代理： 

中学校標準モデル例は計画局担当職員が管理している。 

スケジュールをもとに州教育局（DPEC）と調整する。 

2.その他 

質問票提出期限を設定した 

以上 
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添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 13 日（水） 9:00～  9：30 

訪問先 マプト州 DPE 

面談相手 

(敬称略) 

1.マプト州 DPE 計画主任  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 マプト州 DPEC 建設部職員 

1.候補校が１校あることを確認後、調査目的、スケジュールを説明し、質問票への回答と関連資料に提出を

依頼した。 

 

DPEC 計画主任コメント 

*見学先中学校は次の３校 

  (1)ESCOLA SECUNDARIA DA MATOLA 

  (2)ESCOLA SECUNDARIA DA MACHAVA-SEDE 

  (3)ESCOLA SECUNDARIA DA ZONA VERDE 

*既存中学校位置図はない 

*質問票回答は指定日に提出するよう努力する。 

 

2.その他 

再確認事項 

 対象地区(District)の既存中学校リストと生徒数、教員数、教室数他の統計資料及び 

 敷地図、所有権もしくは使用権書類の提出要請。 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 13 日（水） 10：30～  17：30 

訪問先 既存中学校サイト３校及び対象校敷地 

1. ESCOLA SECUNDARIA DA MATOLA 校長 

2.ESCOLA SECUNDARIA DA MACHAVA-SEDE 校長 

面談相手 

(敬称略) 

3.ESCOLA SECUNDARIA DA ZONA VERDE 教務主任 

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC-DIPLAC 担当者２人、マプト州 DPEC 建設部主任、マトラ市 SDEJT 責任者 

1. ESCOLA SECUNDARIA DA MATOLA 

改修年：2004 年（設立は 1972 年） 

 改修対象は教室増築、渡り廊下屋根と校舎全ての塗装その他補修 

区分：ESG1、ESG2 

生徒数： 合計 8,000 人 

・授業形態：３部制 

・教室数：40 、(ANNEX 教室 12/所在地は近隣小学校) 

・教員数：118 人（正式 65%） 

・特別教室（図書室.蔵書数約 200 冊、理科実験室、保健室がある。教員宿舎、ドミトリーはない） 

・新カリキュラムは ESG1 で実施している。 

・学費/年間：200MTn-ESG1、250MTn-ESG2 

・通学距離：平均 8km 

コメント：３階建て教室２棟と体育場（屋根付き開放型）があり、清掃状況は良好。 

     給水、給電（変電室有り）あり 

 

2.ESCOLA SECUNDARIA DA MACHAVA-SEDE 校長 

完成時：1980 年代（2005 年に民間会社寄付により増築） 

区分：ESG1 

生徒数： 合計 4160 人 

・授業形態：３部制 
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・教室数：21(１クラス当たり 60 70 人) 

・教員数：108 人（正式 73 人、他 35 人） 

・特別教室（図書室、理科実験室は教員室として使用） 

・IT 教室がある（パソコン導入済み） 

・新カリキュラムは ESG1 で実施している。 

・ 

コメント：2 階建教室 1 棟、平屋２棟、コンピューターの授業実施中 

     給水、給電あり 

 

3.ESCOLA SECUNDARIA DA ZONA VERDE 教務主任 

完成時：2005 年（中国企業の施工） 

区分：前期、後期中等教育 

生徒数： 合計 4000 人 

・授業形態：３部制 

・教室数：20 

・特別教室（図書室、理科実験室/教室として使用中、屋外体育館、 

・新カリキュラムは ESG1 で実施している。 

通学距離は 5 10Km 

 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 14 日（木） 9：00～  10：30 

訪問先 アフリカ開発銀行（以降 AfDB）事務所 

1.社会開発部門担当  面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者  

日本とモザンビークの協力による中学校建設計画の予備調査を行っている旨説明しヒアリングを行った 

担当者コメント： 

1.過去の実績 

(1)小学校援助（調査）(2)小学校建設、(3)教員養成校建設：マニカ州(MANICA)、ソファラ州(SOFALA) 

(4)中等教育学校建設：コンポーネント-A 技術学校、B-中学校 

          A の技術学校建設は韓国が中心となって支援 

          B は現在中等教育を対象としている。 

B のプロジェクトは 2001 年に承認されたが開始が遅れ 2006 年となったため、コスト見直しとなった。 

内容はリハビリ 4 校、新設 3 校。対象地は北部４州 

新設校はザンベジア (ZAMBEZIA) 州１校、ナンプラ(NAMPULA)州 2 校、 

2009 年以降の新規中学校建設案件はない。進行中の案件は 2009 年に前半に完成予定。 

            

2.学校建設のプロセスと諸手続きなど 

2-1 対象中学校の選定 

 選定作業は MEC と共同で行う。 

 選定基準：(1)中学校が少ない地域、(2)アクセスが難しい地域、(3)貧困による地域格差が大きい地域 

  以上により北部４州 

  (ZAMBEZIA 州、NAMPULA 州、NIASSA 州、CABODELGADO 州)が対象となった。 

2-2 サイト選定:MEC が行う 

2-3 実施：プロジェクトインプリメンテーションユニット(PUI)が担当する 

  人員構成は、チーフ（MEC より）、（以下契約職員）設計担当、会計、調達担当、事務係 

  ユニットは MEC との契約(契約者は MEC-PS)で業務を行うことから MEC-DIPLAC の監督下にある 

  ユニットの役割：監理全般、マネジメント、モニタリング、MEC と AfDB のコーディネーション 

2-4 入札は上記ユニットが実施する 

  *入札手順：(1)設計入札、(2)建設会社選定入札 

   設計会社は施工監理も担当する。支払いは AfDB から直接支払いとなる 
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2-5 承認：全ての手続きは AfDB の承認が必要となる。 

  契約：教育文化省と施工業者との直接契約 

2-6 支払い区分 

 *特別会計 少額支出(20,000US$まで) 

 *直接支払い       (20,000US$以上) 

  支払い手順：プロジェクトから AfDB に支払い請求が提出され、直接工事会社に支払われる 

 モザンビーク政府と AfDB の取り決めにより免税であり、税金支払いはモザンビーク政府負担となり AfDB

  支出には含まれない。政府が払う税金の(80%)は国家予算、残り 20%はカウンターパートファンド 

 （コモンバスケット資金?） 

2-7 政府負担の税金に支払いについて 

 過去の経験から税金の支出の準備が政府にない場合があり、工事が遅れるケースが発生していることから

税金分を AfDB が立て替払いとなった例がある。今後は一部案件で税金分も AfDB が負担することになる。

案件の選定は各省との交渉により決定。 

2-8 建設工事会社について：一定規模以上の会社は少ない、大きな会社はマプト市をベースにしている。 

2-9 コンサルタント会社：優良な会社が多い 

2-10 施設計画のモデル：設計入札の提案による部分と、MEC 標準モデルを参考とする場合がある。 

3.今後の見通し 

 大規模学校は運営・維持管理の理由から中規模校へとシフトする(中等教育戦略計画 2008 2015) 

AfDB による ZAMBEZIA の中学校は短期的な必要性の高さから大規模校（寄宿舎、理科実験室を含む）である

長期的には中・小規模の学校に移行すると考えられる。 

4.必要となるコンポーネント 

 教室他、家具、機材（家具と機材は別入札） 

 上記は新カリキュラムに沿った内容となる 

5.その他 

*コモンファンドの対象として、今後は教育の質の向上が焦点となる。 

*リハビリ後の経験から学校の運営能力、施設維持管理意識の向上と実践能力向上にも留意が必要 

*施設維持管理の方法、体制を確立することが重要。リハビリ校は新設校と同程度のコストがかかるが、耐久

性は劣る。 

 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 14 日（木） 11：00～  11：30 

訪問先 GTZ 事務所 

マプト所長  面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者  

1. 中学校建設計画の予備調査を行っている旨説明しヒアリングを行った。 

事務所長コメント： 

1.対象は小学校のみ 

 対象地域は SOFALA,MONICA,TETE,INHAMBANE 

1-1 実施方法 

 ローカルコンサルタントと契約し、設計と監理を委託する。方式はアフリカ開銀と同様である。 

 コンサルタントは四半期報告書を提出し、GTZ は、MEC と共同で管理する。 

 第１フェーズ  ２０校/1 地域、合計 80 校建設 

 施工会社 ３社を使った。３社とも技術力は問題ないが、１社は財務上問題があった。 

1-2 税金：コモンファンドで支払われる。 

２今後の見通し 

2001 年に初等・中等教育支援は終了予定 

コモンファンドによる支援が中心 

以上 

添付書類 受け取り資料： 
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日 時 2008 年 8 月 15 日（金） 12:00～  14：00 

訪問先 ガザ州 DPEC 

面談相手 

(敬称略) 

1.ガザ州 DPEC 局長、計画主任  

調査団 コンサルタント：千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC-DIPLAC 担当者２人ガザ州、DPEC 建設部職員、JICA 専門家 

1.候補校が 2 校あることを確認後、調査目的、スケジュールを説明し、質問票への回答と関連資料の提出を

依頼した。 

DPE 計画主任コメント 

1.候補校の建設用地はある。 

2.候補校  

 2-1 Chissano 校（所在地：Bilene District） 

 2-2 Manjacaze 校（所在地：Mandlakazi District） 

  2-1 校の敷地は現 Chissano EP2 校（2008 年近隣の EP1 の敷地に統合予定）がある土地 

  敷地図はない 

 2-3 見学先中学校は次の 2 校 

  (1)ESCOLA SECUNDARIA JOAQUIM CHISSANO 

  (2)ESCOLA SECUNDARIA DE XAI-XAI 

2-4 質問票回答は指定日に提出するよう努力する。 

3.その他 

再確認事項 

 対象地区(District)の既存中学校リストと生徒数、教員数、教室数他の統計資料及び 

 Chissano 中学校の敷地図の提出 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 15 日（金） 15：20～16：50 

訪問先 既存中学校サイト 2 校及び対象校敷地 

1.ESCOLA SECUNDARIA JOAQUIM CHISSANO 

2.ESCOLA SECUNDARIA DE XAI-XAI 

面談相手 

(敬称略) 

1 Chissano 校（所在地：Bilene District） 

調査団 コンサルタント：千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 ガザ州 DPEC 建設部主任 

1.Escola Secundaria JOAQUIM CHISSANO 

1-1 設立年 1999 年（WB 資金） 

1-2 就学状況 

・区分：前期中等教育/ESG1(G8,G9,G10)と後期中等教育/ESG2（G11,G12） 

・生徒数： ESG1 110 人 他に 2,500 人 合計 2,620 人 

ESG2 1900 人 他に Annex 校 200 人 合計 2,100 人 総合計 4,720 人 

・授業形態：３部制 

・クラス当たり生徒数 60 人 

・教員数：合計 69 人（正式 25 人、他 48 人） 

・特別教室（図書室有り、理科室、体育館/開放型、ドミトリー有り） 

 ドミトリー入居条件・優先制度はない 

・通学距離は 大 15km 

1-3 運営状況 

・年間維持費 450,000MTn（人件費別）、寮維持費 1,100,000MTn/年 

・授業料 220MTn/ESG1、300MTn/ESG2 

・寮費 300MTn/月 

・新カリキュラムは ESG1 で実施している。 

2. ESCOLA SECUNDARIA DE XAI-XAI 教務主任 

1-1 完成時：1960 年代（2008 年に WB 資金により増築補修工事完成） 

増築部分 門扉、北側校舎及び廊下 

１-2 就学状況 
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・区分：前期、後期中等教育 

・生徒数：ESG1  2,216 人（昼 1,508 人、夜 708 人） 

          ESG2   568 人（昼 348 人、夜 220 人）総合計 2,784 人 

・授業形態：３部制 

・クラス当たり生徒数 57 人 

・教室数：21 

・教員数：59 人 

・特別教室（図書室、理科実験室はあるが機材がない、教員宿舎,ドミトリーはない） 

・新カリキュラムは ESG1８年生で実施している。 

・通学距離は 大 10Km 

1-3 運営状況 

・年間維持費 400,000MTn（人件費別） 

・授業料 75MT/ESG1、75MTn/ESG2 

・新カリキュラムは ESG1 で実施している 

４対象校敷地資料別添 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 18 日（月）  9：00～  10：40 

訪問先 MEC  

MEC 計画局建設部主任、同技術者２名、 面談相手 

(敬称略)  

調査団 コンサルタント：千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者  

1.中学校施設プロトタイプ 

 概要表 

URBAN SEMI-URBAN RURAL 学校タイプ 

 

 

コンポーネント 

州の首都レベル 

 

(3 階建て可) 

市への移行期地域 

人口増加が顕著 

(原則平屋建て) 

小規模町村 

 

(同左) 

教室 ○15 20 室 ○8 15 室 ○10 室以下 

教員室 ○ ○ ○ 

理科実験室 ○ 

生物科学室 ○ 

多目的室で兼用 同左 

TIC/パソコン室 ○ ○/受電有りの場合 ○/同左 

図書室 ○ ○ ○ 

保健室 ○ ○ ○ 

教員宿舎 なし 小規模(4 5 人用) ○ 

体育館 ○ ○ ○ 

学生寮 なし ○/将来的にはなし ○/同左 

    

 

2 MEC 担当者よりのコメント 

 (1)中等教育戦略計画(2008 2015)は、内容を検証中であり、承認前。 

 (2)建築計画上の留意点 

   1)教室配置-窓は北もしくは南向き（太陽熱対策） 

   2)環境 

   周辺環境：近隣道路、線路敷からの距離 

   室内環境：採光 配色、騒音、 

   3)レイアウト：黒板配置等 

   4)その他-トイレ位置・下水処理 

   5)計画上の基準：都市計画省の基準等を参考とする 

 (3)その他 

  ZAMBEZIA DPEC にスクールマップ情報の準備を事前連絡する。 

  建設費については、過去の中学校工事入札時資料をもとに準備する。 
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3 その他 

 8/12MEC 会議で課題としたプライオリティー設定を再確認した 

 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

 

日 時 2008 年 8 月 19 日（火）  9：00～  12：20 

訪問先 MEC 

MEC 事務次官(Permanent Secretary) 面談相手 

(敬称略) MEC DIPLAC 計画局長 

調査団 宿野部 雅美、荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC 一般教育局副局長中等教育担当、MEC 国際協力局日本担当他、 

JIC モザンビーク事務所：大野氏、現地スタッフ 

1.MEC 次官の挨拶とコメント 

 調査団受け入れ(2008 年 8 月 12 日)後の訪問先等の経過は確認している 

1-1 要請内容のプライオリティー 

 州:1-ZAMBEZIA 州、2-マプト州、3-GAZA 州、4、マプト市 

  設定理由：中学校が不足している地域を優先した。現状は専用校舎がないため既存小学校校舎を使用。

また、一カ所では収容できず、数カ所の小学校に分散している 

1-2 施設コンポーネント、機材の優先順位は次回までに連絡 

 

2.調査団より、無償資金協力は対象国側の長期計画のもとに実施する旨及び、今回は新スキーム、コミュニ

ティー開発支援無償導入の適切性・妥当性確認調査である旨を説明し以下の説明・回答を依頼。 

 2-1 2006 年要請では大規模校が主となっているが、中等教育戦略計画(2008 2015)では小規模、中規模校

   に移行する計画となっているが要請内容との整合性。 

 2-2 対象州における候補校を含めた、中学校建設計画 

 2-3 次に新スキームの内容を概略説明し「モ」国側の受け入れ体制、疑問点を打診した。 

    プロジェクトの管理は資金管理も含め調達代理機関が担当する。 

    工事は地元の建設会社との直接契約による。従って日本のコンサルタント、工事会社は参加しない。

    これにより工事費用は従来型より低くなる。但し、相手国の事情により、モデル施設的な要望が強

    い場合には一般無償資金協力方式とする場合もある（例：中央アフリカ）。建設施設数を優先する 

    場合には、コミュニティー開発支援無償方式となる（例：ブルキナファソ）。採用スキームの選択は

    調査結果を基に日本で決定する。この決定に基づき本格調査を実施する（2008 年 11 月予定） 

3.教育省コメント 

 3-1 中等教育戦略計画は作成段階であり、承認前である。 

 3-2 上記計画の主題は農村部への中等教育の拡大であり内容は 

  小規模中学校(6 教室程度)を農村部に建設 

  コミュニティー近くに学校を建設する 

  寮の必要性をなくす等 

 3-3 JICA への申請校は都市部中学校であり、農村部中学校ではない。キリマネ（ザンベジア州）、 

  マトラ（マプト州）、マプト等人口の多い地域では小規模校では対応できない状況となっており、多くの

  生徒受け入れが可能な大規模校が必要 

 生徒数の多い中学校としてキリマネに12,000人以上の生徒が周辺校に分散している例があるが学校運営等

 から中学校としては悪状況である。同様の事例は GAZA 州、マプト州マトラ、マプトにもある。  

 3-4 JICA プロジェクトは中等教育戦略計画の影響は受けない（規模設定？） 

 3-5 州の優先順位として、ザンベジア州(キリマネ)を強調する。該当地域は独立後中学校建設がない 

 3-6 一般無償でもコミュニティー開発無償でもモザンビーク側対応に大きな差違はない 

   現地建設会社は十分な実績（他ドナー案件）があるまた、過去の日本案件の工事実績もある 

 

4.調査団より将来計画（中学校建設計画）の中での、URBAN-TYPE、SEMIURBAN-TYPE、RURAL-TYPE の区分とそ

れぞれのコンポーネントのプライオリティーの説明依頼。 
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5.MEC PS 回答 

 今回対象校が存在する地域は、既存中学校が不足していること、小学校卒業生の増加から中学校教室の建

設が急がれる地域であり多くの教室を必要としている。必ずしも上記３区分にとらわれるものではないが、

施設のコンポーネントは優先順位を考慮する。 

6.調査団より、予算の制約上要請６校全ての内容をカバーすることは難しくなる場合、学校数を減らすのか

 もしくは規模を小さく（例、教室数を減らす等）して６校全てを対象とするかのどちらを優先するかを確

認依頼。これにより施設設計の方向性を検討し本格調査時には学校別に設計を行うことを説明。また標準設

計の有無を質問。 

7.MEC 側コメント 

7-1、優先順位付けは以下の通りとなるが、MEC 内でも検討を続ける。 

 学生寮の優先度：教室を優先（マプト市校は不要） 

  ガザ州（CHISSANO、MAJANCAZE は寮は優先しない。 

 教員宿舎の優先度：教室を優先(マプト市校とザンベジア州キリマネ校は不要) 

   ガザ州、マプト州の中学校には 低限校長宿舎は必要。 

 実験室、図書室 

 必要性は高い。理科実験・実習科目の中学校教員養成を実施中であり、教員配置計画はある。 

 7-2 標準設計は作成中であり、現状の設計では、モデル例を参考としている。 

 

8.２部制。３部制の確認（調査団） 

 ２部制とした場合必要教室数が 1.5 倍に増加し、予算、施設計画に影響が大きい旨説明 

9.MEC コメント 

 実態は３部制であるが、将来計画上は２部制としたい。 

 

10 コミ開では現地建設会社との直接契約となることから、免税措置の確認を依頼（調査団） 

MEC コメント 

 過去の無償案件では税金は MEC が支払った。 

 コミ開でも同様に MEC が支払うこととなる 

 後日 財務省での確認事項とした。 

 

10.調査団より、要請内容の機材は優先順位付けが必要である旨説明 

 検討項目：カリキュラム、教員養成授業科目との整合性 

      既存校での活用状況 

      以下は対象外 

      独自予算で購入可能な安価な物品 

      消耗品 

      一般車両 

11MEC コメント 

 機材については次回協議事項とする。 

12 次回協議項目 

 1. 上記 11 

 2 要請校２校変更理由 

 3 中学校建設計画と対象校の教室規模設定根拠 

  生徒数予測、授業シフト 

 4.質問票回答受け取りと内容確認 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 20 日（水）  8：30～  12：30 

訪問先 MEC-DIPLAC 事務所 

DIPLAC 局長  面談相手 

(敬称略) MEC DEPLAC 計画局長 

調査団 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC 計画局中等教育局長代理、MEC 国際協力局日本担当他 DIPLAC エンジニア 
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1.機材選定 

1-1 選定基準 

 (1)カリキュラムとの整合（物理、化学、生物の授業内容別に使用目的・内容説明ができる物品） 

 (2)消耗品は対象外（例：ガラス製試験管） 

 (3)モザンビーク国側で購入可能な安価な物品は対象外 

 (4)既存校で実際に活用されている物品（教員養成段階で未だ活用が困難な状況にある機材は対象外） 

 (5)一般車両は対象外（中学校授業に不要） 

 (6)機材の基本的内容はマプト市小中学校建設計画(2003 年 JICA 案件)となる 

以上を踏まえ、要請機材リストを修正依頼。（提出日 9 月 1 日） 

1-2 MEC コメント 

 (1)スタンダード機材リスト（スペック付き）があり、上記条件により修正する 

 (2)教員の45%は無資格教員でありMECでは無資格教員をなくすことを課題として教員研修を実施している。

  研修を受けた教員により適切に実験の授業を行っている学校もある。 

 

2.要請校選定の背景 

2-1 要請校 2 校の変更理由及び中学校建設計画と今回要請校の位置づけの説明依頼 

2-2 MEC 説明コメント 

 (1)対象校の変更 

  1)マプト州 COBE SECONDARY SCHOOL (変更前：SALAMANGA SECONDARY SCHOOL) 

  2)ガザ州 MAJANCAZA SCHOOL (変更前：CHONGOENE SECONDARY SCHOOL) 

   1)の学校は日本よりの回答待ちとしていたが、急ぐ必要が高く、別プロジェクトにより実施が決定 

  2)の学校は FTI 資金により中学校用教室２棟を、既存 EP2 の敷地に建設した。 

 (2)中学校建設計画  2009 年までの計画がある 

  ガザに 1 校(他に障害者学校１校)、ザンベジアに１校（他に技術学校１校）（今回候補地との関連？） 

 (3)対象校選定理由 

  1)マプト市 MATENDENE SECONDARY SCHOOL 

   マプト市北部に位置し、人口増加が著しい地区（過密） 

  2)マプト州-1 COBE SECONDARY SCHOOL 

    (人口増加を検討して決定周辺部（約 6Km?）に中学校ないことによる) 

   マプト州-2 KONGOLOTE SECONDARY SCHOOL  

    (人口増加の検討結果と、周辺部（約 5Km?）に中学校ないことによる) 

  3)ガザ州-1 CHISSANO SECONDARY SCHOOL 

     人口増加の検討結果と地区内(Chissano は BILENE 郡の行政区)に既存中学校がないことから 

     (複数の小学校校舎で実施している分散授業改善のため。) 

   ガザ州-2 MAJANCAZE SECONDARY SCHOOL 

     地区内(ガザ州 MANDLAKAZI の中心地)に既存中学校校舎がない、人口増加の検討結果による 

  4)ザンベジア州 MANHAUWA AREROPORTO SECONDARY SCHOOL 

     州内で独立後中学校校舎建設が一件もないことから複数の小学校校舎での分散授業となっている

     こと及び人口増加の検討結果による 

3 対象校変更後の学校別教室数とその算定根拠提出依頼（通学範囲設定に関する資料含む） 期限 8 月 25日

MEC コメント 

シフトは３部制（当面は収容数を確保し、次の段階で教室数の増加により２部制へと移行する） 

4 次回会議日程 8 月 21 日 9:00  

以上 

 (14:00 15:30 マプト州候補サイト２カ所現地視察) 

添付書類 受け取り資料：中学校建設計画、機材仕様例、州別小・中学校生徒数、マプト州学校位置図 

 

日 時 2008 年 8 月 21 日（木）  9：00～  11：20 

訪問先 MEC-DIPLAC 事務所 

DIPLAC 局長  面談相手 

(敬称略) MEC DIPLAC 計画局長 

調査団 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC 一般教育局副局長中等教育担当、MEC 国際協力局日本担当他 DIPLAC 技官 
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1.JICA 新スキーム（コミュニティー開発支援無償） 

1-1 実施業務の流れ、調達代理機関(JICS)の役割等の説明/調査団 

1-2 MEC コメント 

 1)JICS(エージェンシー)の業務場所の確認←回答：モザンビーク国内 

 2)WB、AfDB、アラブ開発銀行、ドイツ支援等で同様のスキームによる実績がある。 

 3)JICA 新スキームが目的としているコスト対策は重要ファクターである。 

 4)入札参加資格は国内企業限定されるのか確認←回答：限定されない、国際入札も可能 

  WB 案件ではキューバは参加できない←回答：排除されない 

 5)日本による支援は実施決定後は迅速だが、調査期間など実施までの期間が長いことから、早期化を望む

  ←回答：次回調査予定は 2008 年 11 月、諸手続きの後、実施予定は 2009 年中旬の見込み。 

 6)説明内容は次官に報告し、次回会議（8/25）に協議する。 

 

2 水（水源）について 

 候補敷地(マプト市サイト以外)には水源がない。近隣では井戸利用（深井戸?）。プロジェクト実施には水

源の確保が必要となるが、水源確保（井戸掘削）は「モ」負担について確認依頼←回答：「モ」負担とする。

過去、カウンターパートファンド利用により実施実績がある。 

3 要請６校について必要教室数リストと教室数設定根拠を提出依頼。提出日 8 月 25 日 

  生徒数集計には通学範囲を設定して集計するのか確認依頼。 

  ←MEC 回答 候補地について通学範囲（行政地区全体が１範囲ではない）を想定して集計する。 

 

以上 

添付書類  

 

日 時 2008 年 8 月 21 日（木）11：50～  12：30 

訪問先 MEC- DAF(総務・財務部) 

MEC-DAF 主任  面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC-DAF 職員 1 名 MEC-DIPLAC 税務担当、 MEC-DIPLAC 国際協力課日本担当 

1.JICA 新スキーム（コミュニティー開発支援無償）にたいする免税措置。 

 現地会社（日本会社以外）が実施主体となるが免税対象となるか確認依頼 

 ←回答：可能である。 

    手続：財務省による MEC の建設プロジェクトの承認。 

    ５月（遅くとも７月が限度）予算編成時迄に税相当分をプロジェクト単位で申請し財務省承認。 

    内容からは免税とは呼ばない。教育省が支払う。 

    現地建設会社の場合：建設会社よりの支払い請求(税金分 VAT 17%)により MEC が建設会社に支払い

    建設会社が財務省に支払う。建設会社よりの請求は何度でも可能、請求回数制限はない。 

    MEC よりの支払いが遅れた場合には、建設会社の税金支払い延納を認めることも可能。 

    また、税金支払い分の予算が不足となる場合には、他の予算より充当する。 

 

14:30 14:30 マプト市既存校視察（2003 年 JICA 対象校２校） 

1 校目 EP(ESCOLA PRIMARIA COMPLETA UNIDADE 2) 

・卒業試験合格率  79% 

・卒業後の進路：ほぼ全員が ESG1 へ進学 （2007 年は６人が技術学校へ進学） 

        進学先中学校 生徒それぞれの希望により区内の中学校へ通学。決定要因は主に通学距離

・インサービストレーニング（現職教員研修）小学校教員研修のトレーナーは INDE(教育開発)が派遣する 

2 校目 ESG(ESCOLA SECUNDARIA ZEDEQUVIAS MANGANHELA 中学校) 

・実験室はパソコン室として利用、専門の指導教員は学校が直接雇用する 

・州からの予算はおもに電気、水、チョーク購入等に支出、金額不足により実験器具補充までできない 

・卒業試験合格率  80% 

・卒業後の進路：70%が ESG2 へ進学 

・進学先 ESG2(後期中学校)  ESCOLA SECUNDARIA QUISSE MAVOTO（世銀支援校）  

以上 

添付書類  
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日 時 2008 年 8 月 22 日（金） 8:30～  12：00 

訪問先 ザンベジア州 DPEC 

面談相手 

(敬称略) 

1.ザンベジア州 DPEC 局長  

調査団 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 ザンベジア DPEC 職員、教育青少年テクノロジー教育(SDEJT)キリマネ市オフィス担当、MEC-DIPLAC 国際協

力課日本担当 DIPLAC 建設部主任他 

1.調査目的、スケジュールを説明し候補校１校のサイト及び既存校視察への協力、質問票への回答と資料 

 提出依頼(今回調査団は予備調査であり今後のスケジュールは本格調査団派遣後、実施となることを説明)

2.DPEC 局長コメント 

 (1)当初の候補敷地 Manhauwa は敷地が狭い、飛行場近くであり環境上好ましくない、アクセスがわるい

   ことか Sangariveira に変更となる。 

 (2)キリマネ市の教育の現状 

 ・はじめから中学校として建設されたのは１校のみ、他は小学校建物を中学校に変更した 

 ・中学校数 ５校 （内 4 校は ANNEX として小学校校舎使用） 

 ・小学校  26 校                     

   小学校では夜間授業を実施している。 

 ・ほとんどの中学校には ANNEX(9 校、夜間授業実施)がある。 

 ・ザンベジァ州全体では中学校数 36 校（内 7 校には ESG2 がある、２校はキリマネ市内） 

  小学校数 383 校。中学校のうち 33 校はもと小学校建物の転用であるため中学校としては適していない。

  2008 年 EP2 卒業生数は州全体で 48,000 人となり、この 36 の中学校に進学するが教室不足から約 50%は

  進学できない。中学校開校予定 ３校（2009 年）。内数校は小学校転用予定 

  ESG2 は合計７校と少なく、近隣に ESG2 がないため通学距離 30KM の例もある。 

 (3)敷地図、既存校位置資料（スクールマッピング）統計資料の提出日   ８月２３日 

 

３．スケジュール確認 

 8/22 午後：①既存中学校(ESCOLA SECUNDARIA 25 DE SETEMBRO) 

       ②併設校、(ESCOLA PRIMARIA＊＊) 

       ③既存中学校(ESCOLA SECUNDARIA PATRICE LUMUMBA:旧小学校校舎の転用) 

       ④夜間授業校 ESCOLA PRIMARIA CONTINUADORES/併設校） 

 8/23 候補敷地視察他 

以上。 

添付書類 受け取り資料：質問票回答の一部 

 

日 時 2008 年 8 月 22 日（金）14：00～16：30 

訪問先 既存中学校 

面談相手 

(敬称略) 

①既存中学校(ESCOLA SECUNDARIA 25 DE SETEMBRO) 

②併設校、(ESCOLA PRIMARIA SINACURA) 

③既存中学校(ESCOLA SECUNDARIA PATRICE LUMUMBA:旧小学校校舎の転用) 

④夜間授業校 ESCOLA PRIMARIA CONTINVADORES/併設校） 

調査団 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 ザンベジア州 DPEC 代表、キリマネ市 SDEJT 担当者他 

1. ESCOLA SECUNDARIA 25 DE SEPTEMBRO 

1-1 設立年 1972 年 

1-2 就学状況 

・区分：ESG1、ESG2 

・生徒数：6,700 人 

・授業形態：３部制、（アネックス校では夜間授業実施、内１校は昼間授業も実施） 

・クラス当たり生徒数 80 人 

・ESG2 への進学率 約 60%, ESG2 の卒業率 約 45% 

・教員数：合計 110 人（内 91 人は正式教員） 

・教室数：17、内７はアネックス（小学校校舎利用） 

・特別教室（図書室/蔵書 1700 冊、理科室、体育館/開放型、ドミトリー/300 人収容） 
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・TIC 室、デスクトップコンピューター設置数 16 台（教育省予算）指導員は E.Mondlane 大学の協力で確保

・通学距離 10Km? 

1-3 運営状況 

・年間維持費 60,000MT/月（人件費別） 

  内容：電気料金、水道料金、通信費、チョーク等購入費 

  施設維持補修には上記費用とは別に 年間 60,000MTK 以上必要 

・授業料  75MTK(100MTK)/ESG1、160MTK(200MTK/夜間部)/ESG2 

 寮費 100MTK/月 （入寮者は DPEC の区分により南部小学校出身者優先） 

・寮維持費 7,5000MTK/年間 

1-4 教員配置 

 DPEC が、毎年９月に募集し、12 月に決定新学期(２月)にあわせ配置となる 

1-5 運営上の問題点 

 電気代が高い 

 アネックス校に分散する教員の管理 

 アネックス校は小学校用のため机椅子が小さい等から中学用には適さない 

 安全面 

 教員の経験不足 

 教室の過密 （110 115 人/1 教室） 

 教科書不足（科学、物理、生物） 

1-6 計画対象校関連 

  対象敷地のある Sangariveira は人口増加地域であり、中学校の必要性がある 

 

2. ESCOLA PRIMARIA SINACURA  

1-1 完成時：2003 年 増築（FTI 資金） 

１-2 就学状況 

・区分： G8,G9,G11,G12。 EP1 卒業生の進学先 ESCOLA SECUNDARIA 25 DE SEPTEMBRO/近隣 

・授業形態：３部制  夜間授業 15 クラス、昼間授業５クラス 

1-5 運営上の問題点 

 電気代が高い 

 安全上の問題：同一敷地内で小学生と中学生が混在することとなり、体格差、心理面の成長度の差違に 

        起因する問題の発生 

 

2. ESCOLA SECUNDARIA PATRICE LUMUMBA /教務担当、校長不在 

1-1 設立：1998 年に小学校を中学校に変更。旧 元奴隷収容施設、後に小学校として使用 

1-2 就学状況 

・区分：ESG1、ESG2 

・生徒数：6,300 人 (内アネックス校 生徒 4,317 人)、過去 大生徒数は 12,000 人アネックス１校を 

 中学校としたことにより生徒数減 

・授業形態：３部制、（アネックス校では夜間授業実施、内１校は昼間授業も実施） 

・クラス当たり生徒数 70 人 

・教員数：合計 117 人 

・教室数： 20?  

・特別教室（図書室） 

・３教室増設（WB） 

 

1-4 教員配置 

 DPEC が採用、配置となる 

1-5 運営上の問題点 

 電気代が高い 

 アネックス校に分散する教員の管理 

 教室の過密 （ 90 人/1 教室） 

 教育の質 

 

2. ESCOLA PRIMARIA DOS CONTINUADORES 

   小学校校舎を転用して中学校アネックス校として夜間授業（科目、物理）を視察 
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  出席者の多くは就学適例年齢を超えており、中には５０歳代の在籍者もいるとのことであった。 

  授業への参加姿勢は総じて熱心であり、学習意欲は高いとのことであった。 

以上 

添付書類  

 

 

日 時 2008 年 8 月 25 日（月）  9：10～  12：20 

訪問先 MEC-DIPLAC 事務所 

MEC DIPLAC 学校建設課長 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC 一般教育局副局長中等教育担当、MEC 国際協力局日本担当他 DIPLAC 技官 

1.対象サイト優先順位 修正版 

 見直し 期限 8 月 25 日 15:00 に設定 

2.対象機材リスト ：見直し版提出 期限 9 月 5 日 

 (1)選定条件 

   1)カリキュラムとの整合（物理、化学、生物の授業内容別に使用目的・内容説明ができる物品） 

   2)消耗品は対象外（例：ガラス製試験管） 

   3)モザンビーク国側で購入可能な安価な物品は対象外 

   4)既存校で実際に活用されている物品（教員養成段階で未だ活用が困難な状況にある機材は対象外） 

   5)一般車両は対象外（中学校授業に不要） 

   6)機材の基本的内容はマプト市小中学校建設計画(2003 年 JICA 案件)となる 

 (2) マプト市小中学校建設計画(2003 年 JICA 案件)による供与機材の状況調査報告提出 

3.ミニッツ案内容確認 

 (1)コンポーネントの優先順位 

  1)実験室を第２優先順位とする 

   MEC コメント：実験室は 、 低限１室/１学校は必要 

   ←JICA 回答：教員の配置、マプト市小中学校建設計画による供与機材の状況改善結果を基に、次回 

    調査結果により決定とする。 

以上 

添付書類  

 

日 時 2008 年 8 月 25 日（月）  14：00～  15：10 

訪問先 財務省  

財務省 税務部部長 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 財務省 課税課担当他３名、MEC 国際協力局日本担当他  

1.免税措置と手続き 

 (1)JICA 新スキームでは 工事会社、コンサルタント会社は現地企業となるが、免税対象となるか 

  1)正確には税金は担当省が支払う 

   MEC 担当案件の場合、税金は MEC 予算で支払われる。 

  2)予算は支出予定の前年度に計上する。（2009 年の場合は 2008 年） 

  3)免税の許可は財務省権限ではなく国会で決定する 

  4)外国送金の場合は契約内容の承認手続きが必要。 

  5)法律改正により、VAT 控除となるケースがある。 

   控除額 契約金額の 40% 

      対象 道路、橋、インフラのリハビリ 

以上 

添付書類  
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日 時 2008 年 8 月 29 日（金）  9：10～  12：20 

訪問先 MEC 一般教育局 

副局長中等教育担当 MEC DIPLAC 学校建設課長 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC 一般教育局中等教育担当、MEC 国際協力局日本担当他 

1.担当業務 

 中等教育分野の教育戦略の作成、 

 教育事情分析～課題の取りまとめ～計画案検討 

 同 計画の実施段階への参加  

2.教員養成制度 

 新制度導入  

  ESG2 卒業生に 1 年間の教員訓練 

 年間必要教員数 3,800～4,000 人 

 教員区分；法的に規定があるのは N1、N2 （N 区分は給与報酬区分）のみ。N3 は教育省給与区分 

      教員給与 月額基本給 N1 9,200NTK、N2 7,250、N3 3,750MTK 

      現状は ４５％以上が無資格教員 

卒業生の配置：配置は各州の教育省州事務所(DPEC)に権限があり、計画、採用、配置を決定する 

MEC は経過連絡を受け管理する 

 教員給与は 財務省から DPEC に入金し、各教員に支払われる。 

 教員の活動モニタリング：UP と MEC 人事部が担当する 

 フォローアップ、カリキュラムの検討は、人事部と INDE が担当する 

以上 

添付書類  

 

日 時 2008 年 8 月 25 日（月） 15：30～  18：00 

訪問先 MEC-DIPLAC 事務所 

MEC DIPLAC 学校建設課長 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 MEC 一般教育局副局長中等教育担当、MEC 国際協力局日本担当他 DIPLAC 技官 

1.対象サイト優先順位  

 (1)州の優先順位 1.GAZA、2.MAPUTO、3.MAPUTO C、4.ZAMBEZIA、 

     選定根拠：必要人数、既存校が少ない 

  (GAZA は技術協力、協力隊派遣実施実績。敷地選定は各 DPEC 担当するため MEC 管理には限界があり 

   ZANBEZIA の例のように計画内容に適さないケースもある。） 

 

 (2)教室数 
州 学校 教室数 対象生徒数 学校区分 

GAZA ESCOLA SECUNDARIA DE CHISSANO 12 1,800 ESG1 1 

 ESCOLA SECUNDARIA DE MANJAKAZA 15*1 2,500 ? ESG1 

MAPUTO ESCOLA SECUNDARIA DE NDOBE (COBE?) 15 1,570 ESG1 2 

 ESCOLA SECUNDARIA DE KONGOLOTE 20 3,000 ESG1 

3 MAPUTO-C ESCOLA SECUNDARIA DE MATENDEN 20 3,000 ESG1 

4 ZAMBEZIA ESCOLA SECUNDARIA DE QUELIMANE 20 3,000 ESG1 

合計 102 14,870  

注：*1 教室数 15 以下では寮不要/ガザ州       

 

(3)教室数算定根拠：卒業生数を元に算定 

   効率的な学校運営・管理上 大数を ２０とする 

  敷地条件等により合計数を調整  

  小学校卒業率は(85%?) 

（スクールマップ図作成のため 2003 年より、シート記入・作成方法及び GPS 使用方法説明等の調査準備か 

 ら開始したがマッピング作業は未完成） 
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(4)対象学年 ESG1 のみ 

2.機材維持管理 

 (1)学校機材メンテナンス計画は完成し(FASE 支援)、研修の実施を準備中 

    (実施予定:2008 年 8月、学校校長、DPEC 局長、教員養成校校長、技術部門専門家、招待客を対象と 

  した学校機材メンテナンストレーニング) 

 

3.ミニッツ内容確認 

 (1)コンポーネントの優先順位 

  1)実験室を第２優先順位とする 

   MEC コメント：実験室は必要 

  MEC 要望及び、確認事項を追記する 

   ←JICA 回答：マプト市小中学校建設計画供与機材の状況改善結果より次回調査結果で 終決定。 

以上 

添付書類  

 

日 時 2008 年 8 月 26 日(火)  13:40～  14：10 

訪問先 在モザンビーク日本国大使館  

木宮憲市 参事官 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 荒 仁、千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 根上 事務官 

1.調査経過報告 

調査経過概要の報告とその確認 

調査目的主要項目 

１新スキーム活用の可能性 

２．2006 年次要請の 6 校とその内容確認 

３.その他 

  １．新スキームでの実施は十分可能（詳細は今後検討する） 

 2. 内容修正点 

 （１）プライオリティー：ザンベジア州を 下位とする 

 （２）コンポーネントの優先順位 教室、職員室を 優先とする、実験室は優先順位 2 とするが使用状況

調査結果等により今後の検討事項とする。 

 （３）要請機材は見直し後再提出 

 （４）水源確保（井戸工事）はモザンビーク側実施事項とする 

 

 3.継続調査スケジュール、次回調査、実行協議以降の実施スケジュールを確認 

 

以上 

添付書類  

 

 

 

 

日 時 2008 年 8 月 27 日（水）  14：00～  15：00 

訪問先 MEC 

MEC-DIPLAC  国際協力担当者 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者  

1. 国際協力課の担当業務 

二国間協力、多国間協力、NGO 活動に関連する 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ、開始手続きのサポート、契約モニタリング、外務省との橋渡し 
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２．組織、要員 

  職員数  6 名 

                計画協力局 

 

 

 

 

      計画課   教育統計課   学校建設課   国際協力課 

 

       12 人    3 人       27 人     6 人 

 

2. 教育セクター上位計画 

(1)ESSP１ 第一次教育セクター戦略計画（1999～2003） 

 (2)ESSP２ 第二次教育セクター戦略計画(2005～2008)（教育省と文化省の統合により下記(3)に統合された 

 (3)教育文化戦略計画(2006～2011)：2007 年 6 月承認、2007 年に教育省と文化省の統合により作成された 

(4)中等教育戦略計画(2008～2015)：承認されていない。 

  作成理由：南部アフリカでの中等教育の重要性が確認された。モザンビーク国では小学生の急増に中学

校数が追いつかない状況となっている。こうした状況は世銀等のドナーも重要視していることから中等

教育戦略計画が作成された。 

（３）の教育文化戦略計画は教育計画の一般的な枠組みを規定 

例：アクセスの向上等、焦点は小学校教育と女子教育 

  教員養成；大学 3 年以上での養成が必要 

 

(4)の中等教育戦略計画では、中・小規模の中学校をコミュニティー近くに建設し、学校運営の効率性の

向上と寮をなくすことによる維持費用抑制を掲げている 

教員養成；新方式として 12 年(G12)卒業生に 1 年間の特別訓練 

  国際コンサルタントにより作成（費用はコモンファンドによる） 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

 

日 時 2008 年 8 月 28 日（木）  9：00～  13：00 

訪問先 UP 

自然科学数学部学長代理 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 UP 指導教授２名、UP 国際協力担当 

1.教員養成内容  

設立 1986 年 当初は教会建物を転用 

    1994 年校舎増設、 

2008 年新校舎完成(WB 資金－工期 3 年) 2009 年より利用開始予定（実験室、パソコン室設置） 

 学部：自然科学系；物理、化学、生物、数学 

    ほかに文学、教育学、社会学、体育学部がある 

中等教育教員資格 
No 区分 入学資格 期間 教育省資格区分 

1 Licenciatura 学士修了 1 年 N1 

2 学士教員 中等教育 12 年(ESG2)卒業 3 年 N2 

3 特別教員 中等教育 12 年(ESG2)卒業 1 年 N3 

 

上記４の教員は 2007 年より開始、 

2008 年第一回生 1,200 人卒業（各州の分校合計、UP 本校卒業生 110 人） 

課題；中学校で実験授業ができるようになるには学士教育（3 年）がのぞましい。1 年では不十分 

対策：教員の質の向上のため、遠隔教育により、各州のセンターで遠隔研修を実施中 

   指導員は UP 教員 
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   遠隔教育トレーニングセンターは各州の UP 分校に設置を進めている(オランダ支援) 

       
区分 2004 年 2008 年 2009 年 

数量 4 箇所 2 箇所 4 箇所 

合計 10 箇所 

 

    座学のみではなく実験・実習の充実が必要であり、labo キットを使ってインサービストレーニング

を実施している 

ナンプラー研修施設を設置しパイロットプロジェクトを実施中 

   UP 本校の実験室は東独の支援で 80 年代に整備したが、機材は 100%揃っていない。 

以上 

添付書類 受け取り資料： 

 

日 時 2008 年 8 月 29 日（金） 14：40～ 15：20 

訪問先 世界銀行(WB)マプト事務所 

WB 実行担当者 面談相手 

(敬称略)  

調査団 千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者   

1. 近の活動状況 
区分 分野 

1999 年～2006 年 初等教育、中等教育 

2002 年～2006 年 高等教育 

2002 年～2009 年 中等教育 

2006 年～2011 年 技術教育 

2008 年～2010 年 総合分野 

  

投入資金 79,000,000US$ /総額 （FTI 資金による実施は 2009 年開始？） 

（注： モザンビーク国側は accelerated program for achieving school construction に該当する 

プロジェクトの総称として「FTI」の表現を使用しており、WB による定義とは違う） 

2.教育分野プロジェクト 中学校   6 校(2006 年) (by WB credit) 

            教員養成校 3 校(2006 年) (by WB credit) 

            他 

3.プロジェクト実施方法 

 (1)ニーズサーベイ（社会事情）実施者：モザンビーク政府 

(2)サイト選定  （環境条件）    同      上 

 必要により住民移転 

      環境維持計画の検討・実施 

(3)入札 

 入札は 国際、国内とも可能。 

 入札図書作成はモザンビーク国実施機関担当 

 経過及び結果は WB の承認が必要 

(4)工事 

 工事管理はモザンビーク国実施機関担当 

経過及び結果は WB の承認が必要 

WB は直営のコンサルタント、建築家に依頼、品質検査を実施する 

4.課題 

 品質管理、 

 事業工程計画作成と継続管理能力 

5.その他 

 JICA 案件の選定場所は適切 

 新スキームへの展開はその実施に注目している。  

以上 

添付書類  
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面談記録 

 

日 時 2008 年９月１日（月）  10：10～ 10：45 

訪問先 DIPLAC 計画課 

計画課 責任者 面談相手 

(敬称略)  

調査団 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 、 記録者：千品 

同席者 MEC 国際協力局日本担当他 

1 担当業務： 

(1)政策分析 

(2)計画作成、社会経済計画の教育部分作成。 

(3) 事業計画 

 各部のコーディネーター（一般教育、技術教育、識字教育、高等教育） 

 学校建設は 投資予算で実施する（経常予算は人件費等をカバー） 

(4）モニタリング 

 計画実施のモニタリング 

2 職員数 ：10 名 

 

3 課題 

 上記１．資格経験のあるスタッフの不足 

 同   2．情報の統一、期限、分析～まとめの方法 

  

以上 

添付書類  

 

日 時 2008 年 9 月 2 日（水）10 ：50～  12：20 

訪問先 UP  

化学授業 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 授業担当教員（女性）、指導監督 

授業期間 前半部 1 月～7 月 

     中間試験 7 月末 

     夏休み  3 週間 

     後期授業 8 月初め～12 月 

授業参加者 26 名 

授業形態 グループ単位 

内容   石鹸製作 

使用機材 ヒーター、フラスコ、試験管、薬品類、ペトリ皿、ガラス棒他 

テキスト 各自一冊、実験経過を記録し、指導員が判定 

     テキストは教員が作成する。有料（1MTK/1 ページ相当） 

 

生徒インタヴュー 

     実験内容への興味：高い 

     卒業後の予定：中学校教員 

     実験授業以外の科目内容：座学による基礎知識習得 

 

その他：UP の修士課程は 2008 年より開始となった。博士課程はない。 

    学部：自然科学（本校のみ）、文学、教育、社会 

      

以上 
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添付書類 化学コース(12+1 年)カリキュラム 

 

日 時 2008 年９月２日（火） 14:00～：14:45 

訪問先 MEC-DAF 

DAF 責任者 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 DFA 担当者 2 名 

１． 教育省予算  

財務省より配賦（教員給与は財務省から各州 DPEC 経由各教員に支払われる） 

区分：通常予算 人件費、事務経費、MEC 施設補修費等 内訳別紙 

  ：投資予算 教室増設（原資は FASE 予算他）内訳別紙 

   FASE(コモンファンド)資金による Direct support to school プログラム資金は各学校からの要求に

より DPEC から支払われる 

     用途：本、教材、チョーク等購入、 、小学校の教科書購入、 

     総額の 10％はメンテナンス費用としているが、2009 年より 20%に変更となる 

   FASE 参加国・機関 

     オランダ、フィンランド、アイルランド、デンマーク、英国、カナダ、アルメニア、スペイン

     ポルトガル、UNICEF、世銀（FTI） 

     

以上 

添付書類  

 

日 時 2008 年 9 月 2 日（火）16 ：00～  17：00 

訪問先 UP  

物理授業 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 授業担当教員(女性)、指導監督 

授業期間、試験時期は化学科と同じ 

 

授業参加者 25 名（学士教員養成 3 年コースの 2 年生） 

 

授業形態 グループ単位/3 人一組、年齢差が大きい 

 

内容   電気配線、抵抗測定 

使用機材 変圧器、電流計、電圧計、各種抵抗セット、配線ケーブル他 

テキスト 各自一冊、実験経過を記録し、指導員が判定 

     テキストは教員が作成する 

 

 (1)科目：物理、内容：電気回路配線と電気抵抗値検査。 

 (2)使用機材：テスター、トランス、電気抵抗セット、配線ケーブル 

 (3)教材：生徒各人が実験マニュアルを持ち、記入完成後指導員のコメントを受けることになる。 

 

3.生徒インタヴュー 

 実験の前段階での授業で基礎知識を学習する。 

 卒業後は中学教員が希望 

 

4.その他 

 ESG12 年+1 コース卒業生は 100%教員となる。 

 一般コース卒業生は 80%程度が教員となる。他は一般企業（銀行等）に就職する 

 教員養成を実施しているのは U P (教育大学)、UEM（ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞﾓﾝﾄﾞﾗｰﾈ総合大学）の教職課程、私立大学 
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以上 

添付書類 物理学コース(12+1 年)カリキュラム 

 

日 時 2008 年９月 3 日（水） 14:00～：14:45 

訪問先 GAZA-DPEC 、SDEJT 

Majancaze- SDEJT 及び Bilene- SDEJT 担当者 面談相手 

(敬称略)  

調査団/ 千品富英、スエナガエウニセ/通訳 記録者：千品 

同席者 担当者他 3 名 

１教員住居 

 地元住民が藁葺き住居を建設する。民家の借り上げ住宅のケースもあるが前述同様の草葺仮設建物。 

 建物維持管理：ガラスの破損、ドア金物修理等軽微な内容程度。大掛かりな修理はできていない。 

 教育省の郡予算は財務省から MEC も DPEC も経由せず直接配賦される（地方行政単位の郡事務所経由）。各

学校予算は教育省郡事務所より配賦される。地方分権化以前は財務省-MEC→DPEC→中学校。（小学校は-郡

事務所経由-各小学校） 

学校補修費は MEC-District office の経常予算からとなっているが、予算不足から District Office の軽

微な補修程度が限度で学校施設について実施例はほとんどない。 

2 父兄会組織 

 学校委員会が各学校にある 

 構成： 教室の補修等が必要となった場合には、学校委員会が中心となって住民と相談する。住民は、資

金・労務、材料を提供する。（寄付金徴収する） 

以上 

添付書類  

 

日 時 2008 年９月 4 日(木)  10：00～ 10：45 

訪問先 DIPLAC 学校建設課 

学校建設課 責任者 面談相手 

(敬称略)  

調査団 千品富英、増田 豊、スエナガエウニセ/通訳 、  記録者：千品 

同席者   

1 施設機材維持管理 

 モザンビーク国ではメンテナンス意識が欠如している傾向があり、学校施設・機材寿命が短い原因となっ

ている。対策として学校単位でのメンテナンス活動の実現を目的とした維持管理（普及）戦略を作成した。

同戦略はコンサルタントに作成依頼し、2008 年完成見込み（承認はその後） 

(1)小学校に関しては、教員養成校カリキュラムにメンテナンス基礎知識研修を組み入れ、教師となった後、

生徒、関係者に指導普及する。 

(2)小・注学校各校ごとに管理責任者を配置し、中心となって維持管理グループ（センター適役割）を構成

し施設・機材リストを作成する。維持管理活動はこのリストと維持管理マニュアルを使用する。 

(3)維持管理知識の普及と技術サポートを目的として各地に維持管理センターを設置する。センター設置は

法律の作成が必要であり現代は準備段階である。中学校維持管理責任者及び小学校責任者はこのセンター

で研修を受ける。各センターは学校単位で維持管理方法を指導。 

 

(4)上記施設機材の維持管理（普及）戦略の事前普及セミナーを開催 

  第 1 回 南部地域 （南部州+マニカ州マニカ、ソファラ州） 

     8 月 31 日～1 週間 

  第 2 回 北部地域（北部州+テテ州、ナンプラー州） 

     9 月 （1 週間） 

1)参加者 中学校校長、DPEC 局長、計画課主任、教員養成校の校長、技術学校の校長、招待者 

 開催費用 合計 150,000US$ (FASE 資金) 参加者費用負担はなし 

2)テキスト 各自 1 セット配布 

3)研修内容 

   テキストの各項目に沿って、各項目 45~90 分程度で模擬実験等をいれながら解説 
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(5)戦略実施の必要予算 

 12,000,000US$/年間 FASE 資金では不足するがファンドは未定. 

以上 

添付書類 維持管理マニュアル（2 分冊 1 セット） 
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添付資料　　サイト別調査結果概要-  1/6  

学校名 Chissano

所在地 Gaza　州 Bilene 郡 （地区名）Chissano 調査日（2008/08/15）

1 敷地概要

(1) 敷地所有権書類 有り（DPEC）

(2) 敷地面積 1.69ha(130mx130m)

(3) 測量図 なし

(4) 敷地形状 平坦（一部畑地）

(5) 地質 砂混じり粘土層

(6) 前面道路　未舗装

(7) 電気、水 敷地内への給電、給水　有り

(8) 既存構造物 既存小学校校舎3棟:

　ＲＣ造1棟、粘土ブロック造1棟、草葺き1棟、仮設教員住居トイレ各1棟

特記事項：

*1 敷地位置　シサーノ中心部より約0.5kｍ

*2 既存EP2小学校は近隣のEP1の敷地に移転し統合する(EPC)計画

*3 既存職員住居は住民協力により建設

写真1：敷地全景、後方樹木付近は既存小学校教室 写真3：敷地裏側、手前右は教員住居、左トイレ

2 就学関連データ 　　　写真2：アクセス道路
(1)想定入学者数

1)既存小学校卒業生数（ビレーネＤistrict office設定による通学圏小学校）
学校名 生徒数総数(G6+G7) 　卒業生数(7学年）

1 EP2. Messano 357 354
2 EP2.Chissano 546 142
3 EPC.1-Bairro 468 111
4 EPC.3-Bairro 460 220
5 EPC.Mazivila 282 274

合計 2,113 1,101 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
移行率67％(MEC2007-08年実績)の想定進学者数 738 ＝738/50/3 5

最大必要教室数6X3学年= 15
2) 分散教室（既存小学校教室）就学生徒数

中学校名 分散小学校数 就学生徒数
使用教室数 　ESG1 ESG2

1 ESG1 Machia 5 43 2,134 183

合計 5 43 2,134 183 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
=2,134/50/3/3 5

(学年別生徒数均等とする)
最大必要教室数 5X3学年= 15
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添付資料　　サイト別調査結果概要-   2/6  

学校名 Manjacaze

所在地 Gaza　州 Mandlakazi 郡 （地区名） Manjacaze 調査日（2008/08/15）

1 敷地概要

(1) 敷地所有権書類 有り（DPEC）

(2) 敷地面積 7.0ha(265mx265m)

(3) 測量図  有り（簡易） 区画区分図

(4) 敷地形状 平坦（一部畑地）

(5) 地質 砂混じり粘土層

(6) 近隣道路　未舗装 (区画区分内前面道路巾12ｍ）

(7) 電気、水 敷地内への給電、給水　なし

(8) 既存構造物 仮設住居　1

区画内道路位置表示木杭、設置済み
特記事項：

*1 敷地位置　マジャンカゼ中心部より約1.5kｍ

*2 既存住居は撤去決定済み

写真1：敷地全景、後方樹木付近は仮設住居 写真4：予定道路側よりの敷地全景

写真3：仮設住居

2 就学関連データ 写真2：境界杭/石
(1)想定入学者数

1)既存小学校卒業生数（マジャンカゼＤistrict office設定による通学圏小学校）
学校名 生徒数総数(G6+G7) 卒業生数(7学年）

1 EP2.de Chalala 450 275
2 EPC.de Mussengue 174 80
3 EPC.de Dingane 276 117
4 EPC.de Macave 336 149
5 EPC.de Maguiguane 297 144
6 EPC.de Magoene 254 113
7 EPC de.Matsinhane 280 115
8 EPC de.Mausse 248 107
9 EPC de.Nguzene 323 147

10 EPC de.Manjacaze 652 275
11 EPC de.Macasselane 175 82

合計 3,465 1,604 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
移行率67％(MEC2007-08年実績)の想定進学者数 1,075 ＝1,075/50/3 7

最大必要教室数7X3学年= 21
2) 分散教室（既存小学校教室）就学生徒数

中学校名 Manjacaze 分散小学校数 就学生徒数
分散小学校名（注-1） 使用教室数 ESG1 ESG2

1 Mangunze 1 7 650
2 Incadine 1 3 595
3 Chiguivitane 1 6 573
4 Macuacua 1 10 395
5 Chidebguele 1 12 1,006
6 C/Diurno 1 12 562
7 C/Nocturno 1 8 374

合計 7 58 3,219 562 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
＝3,219/50/3/3 7

注-１ (学年別生徒数均等とする)
最大必要教室数 7X3学年= 21

（小学校校舎を継続占有とする場合は　0　教室 ？）

分散先小学校校舎では小学校授業がなく、実体は中学校専用となっている
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添付資料　　サイト別調査結果概要-   3/6  

学校名 Cobe

所在地 Maputo　州 Matola 市 （地区名）Cobe (Nkobe) 調査日（2008/08/13）

1 敷地概要

(1) 敷地所有権書類 なし（DPEC）

(2) 敷地面積 1.08a

(3) 測量図  有り（簡易） コンクリート杭設置済み

(4) 敷地形状 平坦（一部畑地）

(5) 地質 砂混じり粘土層

(6) 近隣道路　未舗装

(7) 電気、水 敷地内への給電、給水　なし

(8) 既存構造物 仮設住居　(複数)

特記事項：

*1 敷地位置　マトラ市DEPECより約10kｍ

*2 既存住居は撤去決定済み

*3 近隣まで給電有り。近隣は深井戸利用

写真1：敷地全景、手前に境界杭、後方は仮設住居 写真2：予定道路側よりの敷地全景、現況畑地

2 就学関連データ
(1)想定入学者数

1)既存小学校卒業生数（マトラ 市 Machava ）  
学校名 生徒数総数(G7) 卒業生数(7学年） 0.85

1 EPC. Nkobe 240 240

2 EPC. Matola Gare 250 207
3 EPC. Km15 424 360
4 EPC. 8 de Marco 338 281
5 EPC. Tsalala 500 416

合計 1,752 1,504 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
（出典：2007MEC統計） 移行率67％(MEC2007-08年実績)の想定進学者数 1,008 ＝1,008/50/3 7

最大必要教室数 7x3学年= 21

今回計画教室数 20

2) 分散教室（既存小学校教室）就学生徒数　
中学校名 分散小学校数 就学生徒数

使用教室数 ESG1 ESG2

1 ESC.da Zona Verde 2 22 1,320
2 ESC.da Matola 3 16 1,040
3 ESC.de Machava Sede 1 10 650
4 ESC.da Liberdade 1 10 700

合計 1 58 3,710 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
＝3,710/50/3/3 8

(学年別生徒数均等とする)
最大必要教室数 8X3学年= 24
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添付資料　　サイト別調査結果概要-  4 /6  

学校名 Kongolote

所在地 Maputo　州 Matola 市 （地区名） kongolote (khongolote) 調査日(2008/08/13）

1 敷地概要

(1) 敷地所有権書類 なし（DPEC）

(2) 敷地面積 7.5a

(3) 測量図  有り（簡易） コンクリート杭設置済み

(4) 敷地形状 平坦

(5) 地質 砂混じり粘土層

(6) 近隣道路　未舗装

(7) 電気、水 敷地内への給電、給水　なし

(8) 既存構造物 なし

特記事項：

*1 敷地位置　マトラ市DEPECより約12kｍ

*2 近隣まで給電有り。近隣は深井戸利用

写真1：敷地全景、手前棒付近に境界杭、後方遠方は既存小学校 写真2：写真右はアクセス道路、現況荒れ地

2 就学関連データ
(1)想定入学者数

1)既存小学校卒業生数（マトラ 市 Infuluene）
学校名 生徒数総数(G7) 卒業生数(7学年） 0.85

1 EPC Boquisso 145 117
2 EPC Muhalaze 129 97
3 EPC kongoloti A 756 696
4 EPC kongoloti 797 733

合計 1,827 1,643 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
（出典：2007MEC統計） 移行率67％(MEC2007-08年実績)の想定進学者数 1,101 ＝1,273/50/3 7

最大必要教室数　8X3学年= 21

今回計画教室数 20

2) 分散教室（既存小学校教室）就学生徒数　

中学校名 分散小学校数 就学生徒数
使用教室数 ESG1 ESG2

1 ESC.da Zona Verde 2 22 1,320
2 ESC.da Matola 3 16 1,040
3 ESC.de Machava Sede 1 10 650
4 ESC.da Liberdade 1 10 700

合計 1 58 3,710 0 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
＝3,710/50/3/3 8

(学年別生徒数均等とする)
最大必要教室数 8X3学年= 24
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添付資料　　サイト別調査結果概要-   5/6  

学校名 Matendene

所在地 Maputo 市 （地区名） No5 調査日（2008/08/12）

1 敷地概要

(1) 敷地所有権書類 なし（DPEC）

(2) 敷地面積 0.9

(3) 測量図  有り（簡易） 境界壁

(4) 敷地形状 道路側平坦、敷地南東側に登り傾斜

(5) 地質 砂混じり粘土層

(6) 近隣道路　未舗装

(7) 電気、水 敷地内への給電、給水有り

(8) 既存構造物 なし

特記事項： 　

*1 敷地位置マプト市DEPECより約5kｍ

*2 敷地西側隣接地は小学校

写真1：敷地全景、手前右に井戸、道路境界は手前ＣＢ壁 写真2：手前より奥に緩い傾斜、右奥は既存小学校

（生徒数合計2,592=1,473/EP1+1,119/EP2)

2 就学関連データ
(1)想定入学者数
1)既存小学校卒業生数（マプト 市 No.5 北部）

学校名 生徒数総数(G7) 　卒業生数(7学年） 0.85
1 EPC 10 de Janeiro 711 604
2 EPC Magoanine 1,011 859

0

合計 1,722 1,464 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
（出典：2007MEC統計） 移行率67％(MEC2007-08年実績)の想定進学者数 981 ＝981/50/3 7

最大必要教室数　7X3学年= 21

今回計画教室数 20

2) 分散教室（既存小学校教室）就学生徒数　
No.5地区には分散授業（小学校校舎使用）はなし

中学校名 分散小学校数 就学生徒数

使用教室数 　ESG1 ESG2

0 0 0
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添付資料　　サイト別調査結果概要-   6/6  

学校名 Sangariveira

所在地 Zambezia　州 キリマネ市 （地区名） Sangariveira 調査日（2008/08/23）

1 敷地概要

(1) 敷地所有権書類 有り（キリマネ市）

(2) 敷地面積 8.0ha(200mx400m)

(3) 測量図 なし（簡易のみ）

(4) 敷地形状 平坦（一部畑地）

(5) 地質 粘土層

(6) 前面道路　未舗装

(7) 電気、水 敷地内への給電、給水なし

(8) 既存構造物 敷地内　不法住居（12戸）

特記事項：

*1 敷地位置　キリマネ市中心部より約3.5kｍ

*2 地下水位　約3ｍ（現地開削例より）

*3 不法住居はキリマネ市が移転先を確保し撤去する

写真1：アクセス道路 写真2：敷地全景、後方樹木付近に住居有り

2 就学関連データ 開削例
(1)想定入学者数

1)既存小学校卒業生数（キリマネ市設定による通学圏小学校）
学校名 生徒数総数(G6+G7) 　卒業生数(7学年）

1 EPC. Sangariveira 647 300
2 EPC.Murropue 91 42
3 EPC. Igalane 38 14
4 EPC. Nhanhibua 286 100
5 EPC.Coalane 1,012 200
6 EPC.Cololo 1,075 660
7 EPC.Sampene 159 ? 195
8 EPC.Namuinho 440 200
9 EPC.Gogone 284 90

合計 4,032 1,801 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
移行率67％(MEC2007-08年実績)の想定進学者数 1,207 ＝1,207/50/3 8

最大必要教室数8X3学年= 24

2) 分散教室（既存小学校教室）就学生徒数 今回計画教室数 20
中学校名 分散小学校数 就学生徒数

使用教室数 　ESG1 ESG2
1 ESC E Pre universitaria 25 septembro 3 26 465 2,624
2 ESC Patrice Lumumba 2 17 576 713
3 EPC. Eduard Mondlane 2 8 1,317 0
4 ESC. Colane 5 27 2,540 0

合計 12 78 4,898 3,337 想定必要教室数/1学年,3シフト/50人
=4,898/50/3/3 11

(学年別生徒数均等とする)
最大必要教室数 11X3学年= 33
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添付資料 ４ ３/(4-3-1Chissano 校式地図は現地調査時未提出) 
 

４ ３ ２測量図 Manjacaze校 

 

添－           48



 

 

 

４ ３ ３測量図 Cobe校 
 

 

 

 

 

 

 

 

添－           49



 

 

 

４ ３ ４測量図 Kongolote校 
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４ ３ ５測量図 Matendene校 
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４ ３ ６測量図 Sangariveira校 
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